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編集方針と重点報告課題（マテリアリティ）について

　本報告書は、レポーティングの国際的なガイドラインであるGRI※の第3.1版に準拠したものであるとともに、今回明らかにした











　ステークホルダーからの「信頼」は事業活動の生命線です。
この「信頼」を維持するためには、企業倫理とコンプライア
ンス（法令等遵守）を継続的に実践していくことが欠かせま
せん。「東京エレクトロングループにおける内部統制基本方
針」においても、高い倫理観やコンプライアンス意識を持っ
て行動することをグループ全役員・社員に求めています。

企業倫理・コンプライアンス

　グローバルな事業活動を行うための共通の基準として、
1998年に「東京エレクトロングループ倫理基準」を制定しま
した。また、同年より、倫理担当取締役を任命するとともに、
企業倫理を浸透させるための運用機関として倫理委員会を
設けています。倫理委員会は、倫理担当取締役、倫理委員
長および国内外の主要なグループ会社の社長で構成されて
います。倫理委員会は半期に一度開催され、各社での倫理





　当社グループでは、人材育成の強化および組織能力の向上を目的として社内
教育機関「TEL UNIVERSITY」を設置しています。ここでは、社員一人ひとり
が世界で通用する知識・スキルを習得するプログラムのほか、次世代リーダー
育成プログラム、マネジメント力・組織力の強化を目的としたプログラムなど



安 全











　当社グループは、グループ一丸となって環境問題の解決を図るために、グロー
バルな環境推進体制を構築しています。年に 2回開催される「グローバル環境
会議」では、環境目標達成の進捗を確認し、継続的改善を進めています。また、「製
品環境価値会議」「製品環境コンプライアンス会議」「事業所環境価値会議」を
開催し、それぞれのテーマとなる環境目標達成のための活動を行っています。









　環境に配慮した製品づくりには、製品に含まれる有害化学物質の削減が欠か
せません。東京エレクトロングループは各国法規制を遵守し、GHS※1規制に
基づいた化学物質等安全データシート（（M）SDS）を提供したり、欧州REACH規
則※2







社会貢献 〜夢のある社会の構築にむけて〜

　韓国では、2006 年より韓国半導体協会が主となり、半導体メーカーやデ
バイスメーカーが半導体に関連する優秀な人材の育成支援を行っています。
Tokyo Electron Korea Limited はこの奨学事業に賛同し、2008年より半導体
を学ぶ理工系学生の中から優秀な学生 1名を選出し「半導体奨学金」を給付して
います。
　また Tokyo Electron （Shanghai） Limited では、2011 年より中国産業界の
しî ヶ刻学 の学生を支援し∵
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東京エレクトロングループ 





主な実績データ
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東京エレクトロングループの役員および社員は、そのグローバルな事業活動において、
各国および各地域の法令、国際規則をいかなるときも遵守し、企業倫理に則り誠実に行動しなければならない。
東京エレクトロングループの役員および社員は、高い倫理意識に裏付けられた社会的良識に従って行動しなければならない。
東京エレクトロングループの役員および社員は、会社と自らが地域社会の一員であることを認識し、
地域社会と連携を図りつつ、ともに発展していくように努めなければならない。

東京エレクトロングループの役員および社員は、開発・製造・販売・サービス・管理等のすべての業務において、安全の確保と品質の追求に、努めなければならない。
東京エレクトロングループは、地球環境との調和を保ちながら事業活動を行なわなければならない。
東京エレクトロングループの役員および社員は、高い倫理意識を持って、誠実にモノづくりに取り組まなければならない。

東京エレクトロングループは、公正かつ自由な市場の競争を妨げる一切の行為を行わない。
東京エレクトロングループは、サプライヤーを公正な基準に基づき選定する。
サプライヤーとの取引に当たっては、取引上の優越的な立場を利用して、その利益を不当に害する行為を行わない。
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